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もう一つ、盛り上がりの原動力になっている

のが「ロープジャンプランキング」です。

！
2月4日 （金）のなわとび大会に向けて、休

み時間の練習に熱がこもってきました。以前紹

介しましたが、今年度から地区対抗ではなく異

年齢チーム対抗で長縄の跳んだ回数を競いま

す。

高学年が上手く低学年をリードし、背中を押

してあげるなどして、なわに入るタイミングを

教えています。 1年生もだいぶじょうずに跳べ

るようになりました。
今、 自分あるいは自分たちのチームが気仙管

内で何位にいるのかを知ることが、子どもたち

にとって大いに励みとなっています。

1月28日 （金）には、 4年生全員が初めて

8の字跳びに挑戦し、いきなり200回越えで

す。管内トップの矢作小5．6年生にはまだま

だ届きませんが、伸びしろ大です。

また、 1月31日 （月）には、 3年生の

さんが前まわし跳びで109回の記録

を出し、管内トップの横田小学校6年生に迫る

勢いです。

中学年でも管内のチャンピオンになれると

いうことは、 とても夢のあるチャレンジですね。
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保護者の皆さんにご参観いただけないのは

残念ですが、新しい大会スタイルを築き、来年

度は元気いっぱいのなわとび大会をお見せで

きると思っています。
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1月31日 （月） 、学校運営協議会の説明会

が行われました。学校運営協議会とは、保護者

や地域住民が学校運営に参画し、地域とともに

ある学校づくりを一層効果的に進めていく制

度です。ちなみに学校運営協議会を設置した学

校をコミュニティスクール（略してCS) と呼

びます。 （学校運営協議会イコールコミュニテ

ィスクールと考えてよいと思います。 ）

この学校運営協議会は令和4年度4月1日

（金）に正式に発足させます。 といってもいき

なり新しい活動を取り入れていくわけではあ

りません。来年度は、これまで学校で行ってき

た活動を学校運営協議会の目で見直しながら

今年度並みに進めていく予定です。
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I｛ 学校運営協議会委員の皆様を紹介します。
委員名（敬称略） 主な役職

熊谷勵 現学齢職員/綾里地区公民館長/主任児童委員

森田善介 現学校評継員／民生児童委員綾里地区会長

橘本健次 現学校評識員／高齢者クラブ会長

村上泰子 現学校評継員／綾里婦人会会長

須田英雄 大船渡警察署綾里駐在所長

室由一 大船渡消防署綾里分遣所長

村上尚之 交通指導員兼スクールガード

千田耕基 任意団体大小迫つむぎの家代表

佐々木淳 岩手県漁業士会長

熊谷優志 学校歯科医師
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この日の説明会には、学校が委員としてお願

いしている10名の方に参加していただき、県

の担当者から説明していただきました。どの方

も協力的な姿勢で説明を受け入れてください

ました。

コミュニティスクールの活動には、それぞれ

の学校の実態に応じて様々な取り組みがなさ

れています。例えば、登下校の見守り、家庭科

のミシン作業の補助、英語のゲストティーチャ

ー、読み聞かせ、郷土芸能伝承活動、農業体験

活動、放課後学習の丸付けなどなど､ ・ ・・

委員の方々には、 “学校運営のブレーン”に

なっていただき、豊富な人脈から学校が必要と

する人材を手配していただこうとも思ってい

ます。
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今後の学校教育活動について

文書、絆メールですでにお知らせいたし

ておりますが、市内の新型コロナ感染症拡

大防止のため、下記のように今後の教育活

動を変更することといたしました。

2月3日 （木）の午前中、 1年教室に鬼

がやって来ました。

子どもたちは待ってましたとばかりに、

自分の中の鬼を追い出そうと、用意してい

た豆を鬼にぶつけました。鬼はなかなか手

強く、反撃にあう子や逃げ惑う子、教室の

隅っこに隠れる子もいましたが、最後には

鬼は退散していきました。

子どもたちの中にいる鬼． ・ ・ ・わすれんぽ

鬼、ゲームやりすぎ鬼、ちょっときかない

鬼、 うっかり鬼、まちがえ鬼、おもちやか

いすぎ鬼･ ・ ・退治できたでしょうか！ ？

○校内なわとび大会（2／4）

→延期（期日未定／内容を検討し実施）

○東朋中入学説明会（2／9）

→中止（資料配布で対応）

○新入児一日体験(2/10)

→中止

○新入児童保護者説明会(2/10)

→中止（時間差で個別に対応）

○PTA役員会(2/16)

→中止

○授業参観日 （2／18）

→中止

○6年生交流会（2／21）

→中止

○6年生を送る会（2／25）

→実施（実施形態を検討）

。
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|子どもたちに伝えたい詔
PTA役員会及び参観日が中止になった節分という言葉には、 「季節を分ける」

という意味があります。昔の日本では、春

は一年のはじまりとされ、特に大切にされ

たようです｡そのため､春が始まる前の日、

つまり冬と春を分ける日だけを節分と呼ぶ

ようになったのです。

ちなみに暦の上で春が始まる日を｢立春（り

っしゅん）」 （2月4日ごろ）と呼びます。

ことから、 PTAの皆様が一堂に会して話
し合うことができなくなりました。

そこで、学年委員さんを中心に学年ごと

に連絡を取っていただき、 3月7日 （月）
までに決定し、報告していただきますよう

よろしくお願いいたします。

来年度のPTA役員の選出
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2月4日 （金）に予定されていたなわとび大

会が新型コロナウィルス感染予防のため、 10

日 （金）に延期されていました。今回は、でき

るだけ密にならないように、長なわの試技を2

回に分け実施することができました。
昨年までは地区対抗で行っていましたが、地

壜臺巽喜瀦農琴
んの人が入賞しました。

ここでは金賞以上の人を紹介しま
す。 （敬称略）

＜硬筆の部＞

◎推薦

5年

◎特選

3年

◎準特選

1年

3年

4年

6年

く毛筆の部＞

◎特選

4年

6年

◎準特選

1年

3年

区の人数バランスが大きくなったため、今年度

からは縦割りチームを組んでの開催となりま

した。

練習段階から高学年が低学年に跳ぶタイミ

ングを教えたりして元気に活動していました。

そのおかげで1年生も上手に跳ぶことができ

るようになっていました。

ちなみに優勝したチームの記録は、 3分間で

157回でした。素晴らしいですね。
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ぼくが縄跳び大会でがんばったことは二つ

あります。

一つは6年生のデモンストレーションと大
なわとびです。デモンストレーションは練習の

成果を発揮して成功させることができました。

大なわは2位になりました。チームのみんなと

協力してできました。

二つ目は保健体育委員会の司会進行です。
委員長としてのあいさつもしっかりできたと

思います。 （6年 ）
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目を終え、ホッとした表情で教室に戻って行き

ました。 「6年生になったらこんなことをする

んだ。 」と思った子、今回の活動が自信になっ

た子、進んで発表する下級生を見て「自分たち

も負けていられない」と思った子、一人一人感

じてきたことを今後の学校生活に生かしてい

ってほしいと思います。
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新リーダーとして5年生始動！
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2月9日 （水） 、 6年生を送る会で6年生に

贈るメッセージを書く『合同学活』がありまし

た。全校の新リーダーとして、いよいよ5年生

の活動のスタートです。 5年生が4つのグルー

プに分かれて1年生から4年生の教室に出向

き、メッセージの書き方を説明しました。それ

を受けてどの学年も真剣に一生懸命メッセー

ジを書いてくれました。 5年生たちは無事に役

（ さんの日記より）

今日、 2年生の教室に行ってお手紙の書き方

を教えてきました。最初に書き方の説明をしま

した。後ろの人まで聞こえるように大きな声で

聞き取りやすい速さで説明することに気をつ

けました。次は、悩んでいる人にアドバイスを

しました。自分から進んでアドバイスをするこ

とができました。それに相手と目を合わせて話

すことができました。教えるたびに、 「こんな

こともあったなあ｡ 」 といろいろなことを思い｜出せて楽しかったです。

今日、合同学活をしていい経験になったと思

います。 6年生になったら、今までの6年生さ

んたちのようになりたいと思いました。思い出

すと、たくさん感謝することがありました。だ

から6送会や卒業式に「今までありがとう」の

気持ちをおくれたらいいなと思います。
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1年生が6年生13名の似顔絵を描いて

くれました1特徴をよくとらえているので

感心してしまいました。カラーでお見せで

きないのが残念です。 （カラー版はホーム

ページのブログでご覧ください。 ）

この似顔絵は、 6年生を送る会当日に、

下級生からのメッセージを綴った寄せ書き

の表紙になります。

学校は、コロナ感染防止に気をつけ、毎

！ “どれ”
分かります

日綱渡りのような気持ちで教育活動を展開

させていますが、綾里在住者にコロナ感染

者が出ない限り、 2月25日 （金）は予定

通りに6年生を送る会を実施し、これまで

の6年生の活躍や優しさに心から感謝の気

持ちを伝える場を設けたいと思っています。

6年生を送る会を終えると、卒業式まで

残り16日。最後まで無事にやり遂げさせ

てあげたいと思っています。

令和4年2月16日(水)N0．96

TEL42－2100文責熊谷賢自ら学ぶ
心豊かな

たくましい子ども
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/今和三年度三年度

跡り力､､DJ]の手紙目跡り力w一つJの手紙目
(TRC拳冒会ぴRc拳冒会

ふ祥､人筋ﾘｶ1'!と列ヒィ貧え7ぐし!&床亭'手あLﾉま-せん771．
『あW)l''uう」{ざ伝えたく甦自榊吟言うの力!ll'難しｲﾊﾌたり

伝え3機軸l!､が力|餓力噸がっγぞりすること洲､あ↓ﾉ義すよね．

ふ祥､人筋ﾘｶ1'!と列ヒィ貧え7ぐし!&床亭'手あLﾉまセん771．
『あW)l''uう」{ざ伝えたく甦自榊吟言うの力!ll'難し執ったり

伝え3機念力l!､が力|餓力噸がっγぐり可ること洲!あり義すよね．

URc袋買会で唾そのようtM気えら批較‘'憾謝』を
簡単'ﾏ楽しくｲ云える津り組みZ_しZ

rおし肋Wうの手紙」樫行い表す．
ﾉﾊさ感こロ'1も良いのてぃ力lllて＜沢l<TI !'
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児童向けに書かれた左のお手紙の通り、 JRC

委員会による「ありがとう」の手紙の取り組み

を紹介します。 2月14日 （月）から始まりま

したが、すでに黒板サイズの掲示板が手紙でぎ

っしり。内容もとても温かです。取り組みが終

わるころには、掲示板がいったい何枚になるの

でしょうか“ ・ ・ ・・

JRC委員会は、これまでも牛乳パック集め、

クリーンデイ、ハートメール、書き損じはがき

集め、赤い羽根共同募金等、環境・福祉．ボラ

ンティアなど人の心に関わる幅広い活動を展

開してきました。

ちなみに写真左上の一際大きい手紙は、委員

長の さんが全校児童及び全教職員一

人一人に宛てた手紙。こうしたことを手間と思

わずやれる人ってすごい！本当に感謝！

X･先生Iぐ力Iく瑞合侭'季.溥年経調して○○挺崔ハヒ
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『ありがとう』の手紙
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グラン礁テーマ『自立と共生』 令和4年2月18日(金)N0.98

TEL42-2100文責熊谷賢自ら学ぶ
心豊かな

たくましい子ども

○考える子ども
○やさしい子ども
○元気な子ども

ー

、〆

学校用1人台1台端末の家庭で

のインターネッ鵬接続状況調査
、 ノ

6年生もがんばっています。 本日、標記の調査案内文書と接続方法等マニ

ュアルが一つになった小冊子を子どもたち(P

TA会員数分）が持ち帰ります。

これは、GIGAスクール構想の一環として、

家庭でインターネットを活用した授業が組め

るかどうか、インターネット環境について調査

しようとするものです。市内全ての小中学校で

一斉に行われます。ご協力をお願いします。
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『
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-M ※移動式WiFiを家庭内に常設している場合は

インターネット環境が整備されていることに

なります。

※保護者のスマートフォン等による一時的な

テザリングは、インターネット環境が整備さ

れていることにはなりません。
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一週間後に控えた6年生を送る会。 （気仙地

区のコロナ感染状況がこのまま小康状態を保

ってくれることを祈るのみです。 ） ＜2月18日 （金）に持ち帰る物＞

○調査案内文書と接続方法等マニュアルが一

つになった小冊子(PTA会員数分）

○それぞれの児童が使っているタブレット端

末1台（全児童）

＜2月18日 （金）～20日 （日）に各御家庭

でやっていただくこと＞

○それぞれのタブレット端末がご家庭でのイ

ンターネット環境で接続できるかどうかのテ

スト

※タブレット端末にはフィルタリングが

設定されていますが、接続には支障はあ

りません。

＜2月21日 （月）に持って来る物＞

てきます。

今野潤先生

の客演指導に

も熱がこもり、

仕上げに向か

って気持ちも

技術も高まっ

てきました。

○それぞれのタブレット端末

○それぞれの連絡票（案内文書の下部。切り取｜
って持たせてください。
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一ませんでした

が変わりました。 2学

ナム先生に変わったの

学期に入

中から、

今年の岩手は雪が多いと

言われますが、 「綾里はそ
ですが再びジュリアン先生になりました。子ど

もたちにとって馴染みのある先生です。子ども

たちも先生も安心して授業に臨んでいます。
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1

んなことないなぁ。 」 と思っていました。そん

な綾里にも2月17日 （木）の夕方から集中的

に雪が降りました。

この日の朝は恐る恐るの通勤でしたが、子ど

もたちにとっては恵の雪。朝と業間時間にめい

っぱい雪遊びを楽しみました。

朝は真っ白だった校庭も、 3校時にはすっか

りいつもの土のグランドに。やっぱり大船渡は

暖かいのですね。

と、この文章を書いたのが2月18日（金）。

20日 （日）～21日 （月）にかけて、先週と

は比べものにならないくらいの大雪と強風。油

断してはいけませんね。

1I 第2回学校評議員会開催
2月18日 （金）には、第2回学校評議員会

を行いました。 3名の学校評議員の方々（熊谷

勵氏、森田善介氏、村上泰子氏）の出席のもと、

今年度の学校運営について評価をいただきまし

た。 （橋本健次氏は都合により欠席）

また、来年度の学校運営についても説明し、ご

助言をいただきました。

本校は、児童数の減少・地区別児童数の格差の

広がり等で、これまでやってきた教育活動も実施

形態を変えざるを得ない状況です。

3月2日 （水）にはPTA三役会を開き、来年

度の学校運営やPTA活動について方向性を打

ち出し、さらに3月7日 （月）には学校運営協議

会準備委員会を開き、来年度の学校運営について

より具体的な案を固めていきます。

入賞おめでとうございます！
2学期に行われた防犯ミニ作文コンクール

に入賞した人を紹介します。

◎優秀賞3年

「おばあちゃんから教えられたこと」

◎佳作 4年

「優しい気持ちをもって」

潅 里小学校＝学校家庭･地域を結ぶ一の

鍵綾の海淵繍赫全制…，
令和4年2月24日(木)N0．99

TEL42－2100文責熊谷賢自ら学ぶ
心豊かな

たくましい子ども
ジュリアン先生再び
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『書き損じはがき』回収へのご協力
に感謝します。

3学期から回収を始めた書き損じはがきで

すが、 2月24日現在、 200枚を超える枚数

となりました。

今日 （2月24日） 、大船渡ユネスコ協会会

長の山口康文氏が本校を訪れました。授業中だ

ったので、私から山口氏にはがきを手渡しまし

た。各学校から集められたはがきは、 日本ユネ

スコ協会で集約され、世界の子どもたちの学校

設立のために使われるそうです。
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計算マスターチェック
ワアップタイム・一．。 --一・（．.－

放課後のドリル学習（パワーアップタイム）

で行われた5年生の計算マスターチェックの

様子を紹介しましょう。
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I 明日は6送会．
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明日(25日）は

6年生を送る会。

戸

一一
一
一
Ｉ

－
１１１

、
１
ｊ

”
■
『

まずは一斉に

計算マスターチ

ェックです。

、、

前日、一生懸

命に会場の

飾りつけを

する下学年

の姿が印象

的でした。

6年生に

思いが伝わ

るといいで

すね。

rf===-

10分程度で解ける問題に取り組み、自分の計

算力を知り、課題を解決します。

終わった人から担任に見せ、さらにやり残し

ているプリント類を終わらせるようにします。

この日はプリント類を終わらせた人は、理科の

教材の組み立てに取りかかりました。

無駄な時間のない“濃い” 10分間です。


